
協働事例紹介シート

取り組みの概要

[ 協議会 ]事業実施 平成 23 年度〜 市⺠等と連携・協⼒

 地域事業者等と連携した⼗勝産⾷材のブランド化や機能性⾷品の開発、総合特区制度を活

用した地域の海外輸出等の支援、十勝の産業人の人材育成および事業創発に向けた取組み、

十勝産の地産地消に向けたフードバレーとかちのPR活動などがあげられます。

 「⾷」と「農林漁業」を柱としたオール⼗勝による地域産業政策「フードバレーとか

ち」の推進を目的として、平成23年7⽉に設⽴された協議会です。「農林漁業を成⻑産

業にする」、「⾷の価値を創出する」、「⼗勝の魅⼒を売り込む」という三つの⽅策を

展開することで、⽇本を代表する⼤規模畑作酪農地帯・⾷料供給基地という背景を活か

し、安全・安⼼な農林⽔産物の⽣産や、地元加⼯による付加価値向上、国内外への販路

拡⼤に向けた活動を⾏っています。

 地方を取り巻く環境が大きく変化する中で、多様化する課題に対応しながら十勝・帯広が持続的に

発展していくため、十勝圏としてのつながりのもとに一体的な地域づくりを進めています。十勝の特

性・優位性や蓄積されてきた産業基盤を活⽤し、オール⼗勝で産業振興に取組むことを目的に設⽴さ

れたのがフードバレーとかち推進協議会です。

経済企画課

・地域内外の関係機関や企業との

 ネットワーク

  農林漁業団体、商⼯業団体、⾦融機関、

  大学・試験研究機関、地域事業者など

・各専門分野における豊富な知識や経験

・多様なニーズに対応可能

・各種取組みにおけるメインプレーヤー

・各種取組みにおける支援

・生産体制強化に向けた支援

・⼗勝産の付加価値向上や販路拡⼤⽀援

・地域内外への情報発信

強み

役割

協働の

きっかけ

フードバレーとかち推進協議会

協働の

成果

協働のポイント

□フードバレーとかち応援企業を中⼼とした地域事業者等との連携・協⼒


